





















































るが、この 2 つの国の名はヨーロッパの臓器売買に関する文献で頻繁に出てくる。この 2
つの国名が登場する移植で、最近、ドイツで問題となっているケースがある。 




（Christoph Broelsch）は満足せず、11 月 26 日、友人でイエナの外科医であるシェーレ
（Johannes Scheele）に電話する。12 月 3 日、イスラエルの患者とモルドバのドナーが
イエナにやって来る。同日、イエナの心理学者が手術に賛成し、あわてて召集された大学
内の生体臓器提供委員会はそれに異議を唱えなかった。法律で規定している独立した委員
会はこの当時テューリンゲンにはなかった。わずか 3 日後、移植が行われ、2 人の手術医
の 1 人はブレルシュだった。その後、ブレルシュは法律で禁止されている臓器売買に関与
したという匿名の告発があった。 





 この移植に関しては、ドイツの臓器移植法違反の疑いがあるということで、2005 年 1




























 フリートレンダーが勤務するエルサレムのHadassah 大学病院では、1972 年までに４
20 以上の腎臓移植が行われた。移植後の治療のために大学のクリニックに通う患者の数は



























































































































は透析の費用 3 年～5 年分に相当する。ドイツでは、透析患者一人の一年の費用は、2 万 3

















 調査は2001 年 2 月にインド南部のタミル・ナドウ州の州都チェンナイ（旧マドラス）





















う問いに対して、答えた 264 人の中、79 パーセントが腎臓を売るのを薦めないと答えた。
それに対して、21 パーセントの人が薦めると答えた。 
④売買の理由に、男女差がある。調査した 305 人の中、268 人が結婚していたが、その中

























































































































紹介している。第六章「臓器売買はなぜ悪い」（186 頁～207 頁）参照。 







3 この移植に関しては、Die Zeit の Martina Keller による長文の記事に拠った。 
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 の基礎』所収、東海大学出版会、1988 年）  
 
